
※国語・英語の問題については、著作権の関係上webでは掲載しておりません。



令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科総合型選抜B問題　数学



令和7年度　医療検査学科総合型選抜問題B　化学基礎



令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科公募推薦型選抜問題　数学

令和7年度　医療検査学科総合型選抜問題B　生物基礎





令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科公募推薦型選抜問題　物理基礎



令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科公募推薦型選抜問題　化学基礎





令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科公募推薦型選抜問題　生物基礎





令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科一般選抜問題　数学



令和7年度　口腔保健学科・看護学科・こども教育学科一般選抜問題　数学



令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科一般選抜問題　物理基礎・物理





令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科一般選抜問題　化学基礎・化学







令和7年度　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科一般選抜問題　生物基礎・生物





令和7年度　口腔保健学科・看護学科・こども教育学科一般選抜問題　化学基礎





令和7年度　口腔保健学科・看護学科・こども教育学科一般選抜問題　生物基礎





令和7年度　総合型選抜B　数学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

（１）

（4）

（2） （3）

（5）

（３）（２）（１）

Ⅰ

Ⅱ

説

　明

　欄

解

　答

　欄

Ⅲ

（３）（２）（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

省　略

12＋5　6 60°

(X,Y)=(　  ,　　　　　  ) ＜ a ＜

22a≦－2 , 6≦a

0<a<

（4x＋3）（x－2）（x＋2）

2
5

5
11

1
2

1
2

1
a

2a2+a－1
a

省　略

11
30

2
15 ,

1
10

省　略

省　略省　略省　略

令和7年度　総合型選抜B　化学基礎　医療検査学科　　解答例

反応式（係数を追加せよ）

答　塩素　　　　g

水　　　　g

答　　　　L

計算過程

計算過程

問1 A

問2 E

問3 答

問4 答

問5 答

計算式
問6

問1

問1

問2

問2

答　　　　mol

計算過程
問3

答 mol

DB C

G

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

H：Cl：

H2O CH4NH3 O2

MnO2+  4 HCl→MnCl2+Cl2+  2 H2O

HCl の分子量は36.5, H2O の分子量は18.0, Cl2 の分子量は71.0 である。
36.5％塩酸20.0 g中の HCl の質量は,20.0〔g〕×0.365 = 7.3〔g〕である。
以上より,

1mol の気体の体積は標準状態（0℃, 1.01×105Pa（1atm））では22.4 Lなので,

3.6
1.8

1.12

：：O：：C：：O：

A, B, G

B, G

E

0.75×3＝0.75〔mol〕3.5〔g〕
14〔g/mol〕

： ：

：

71.0〔g/mol〕×　　　　　　×　 ＝3.55〔g〕7.3〔g〕
36.5〔g/mol〕

1
4

22.4〔L/mol〕×　　　　　　×　 ＝1.12〔L〕7.3〔g〕
36.5〔g/mol〕

1
4

反応前のHCl の物質量は,
MnO2＋4HCl → MnCl2＋Cl2＋2H2O
反応前
反応
反応後

0.20〔mol〕
0.08〔mol〕
0.12〔mol〕

0〔mol〕
0.020〔mol〕
0.020〔mol〕

電極を電解液に浸すことで,一方の電極や電解液中のイオンが還元剤として電子を放出
し,もう一方の電極やイオンが酸化剤として電子を受け取る。この際,電極に繋いだ導線を
電子が移動することで電流が発生するということ。（102文字）

・構造や形状が自由であり, 薄型などの, 柔軟な電池が実現可能であること。
・小さな層を重ねることで小型・大容量化が可能であること。
・固体なので丈夫であり, 寿命が長くて熱や環境変化に強い特性を持つこと。
・急速充電時に発生する熱にも耐えられるため, 高速充放電が可能であること。
・液漏れなどの危険性がなく, 発火しにくいこと。 など

0.12

＝0.20〔mol〕である。7.3〔g〕
36.5〔g/mol〕
発生したCl2 の物質量は,

以上により,反応に伴うHCl とCl2 の物質量変化は右上に示す数値となる。
＝0.020〔mol〕である。0.448〔L〕

22.4〔L/mol〕

18.0〔g/mol〕×　　　　　　×　 ＝1.8〔g〕7.3〔g〕
36.5〔g/mol〕

2
4

塩素は,

水は,

令和7年度　総合型選抜B　生物基礎　医療検査学科　　解答例

①

②

問1

2 3

6

1

① ②

54

987

CBA

問3

問2

問2

問1

問2

問4

②

問3

問3

問1
2 3

物質名

1

①

化学反応式

緯度

4

標高

①

② ③ ④

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

120億塩基対
ヒトの体細胞には母親と父親から受け継いだ60億塩基対
のDNAが含まれるが、図1のCで示されるG2期の細胞
には、S期に複製されて2倍になった120億塩基対のDNA
が含まれるため。（90字）

気温は、標高が100m上がるごとに0.5～0.6℃低下する。
高木が生育するためには一定の温度と降水量が必要であ
り、富士山のような標高の高い山では、一定の標高を
こえると低温により高木の生育条件を満たさなくなるた
め、森林限界があらわれる。（119字）

カタラーゼ

ゲノム

コドン翻訳 64通り

23 30億

触媒

夏緑樹林
森林限界

針葉樹林 亜熱帯多雨林 照葉樹林

2H2O2 → 2H2O＋O2

基質特異性
タンパク質 基質

酸素

20mRNA 3
分裂期、M期細胞周期 間期

G2期G1期 S期

水平分布 垂直分布



令和7年度　公募推薦型選抜　数学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　解答例

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（１）

（4）

（2） （3）

（6）（5）

（7） （8）

（２） （３）

Ⅰ

Ⅱ

省　略 省　略 省　略

5   21 解なし 2

（x2＋1－x）（x2＋1＋x） {x｜x＜－2,2≦x}

a＝3, b＝6

θ＝30°, 150°
2
9

2 19
35 6   6

令和7年度　公募推薦型選抜　数学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　解答例

Ⅲ

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（２） （３）

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（２） （３）

Ⅳ

省　略 省　略 省　略

104350 332

1＋　54－t 2(t－2) (4－t)t

省　略 省　略 省　略

令和7年度　公募推薦型選抜　物理基礎　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科　　解答例

問3

問1

問4

問１－①

問2 a） 問2 b） かかった時間 Aが走った距離

問１－② 問1－③

問3(A) 問3(B)

問1－④

問2 d）

解

　答

解

　答

解

　答

問2 c）AとBとの車間距離 AのBに対する相対速度

説

　明

　欄

説

　明

　欄

問5

解

　答

説

　明

　欄

問1

解

　答

説
明
欄

問2 　（Pについての運動方程式）

（Qについての運動方程式）

解

　答

問2

解

　答

説
明
欄

問3

解

　答

説
明
欄

問4

解

　答

説
明
欄

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

γ線

15 3.0 23 38 －5.0

X線 紫外線

10 太陽定数 4.1

赤外線

W = mgh ´cos

E =        (m + M ) v2

M1 = m(sin - cos )

M2 = m(sin + cos )

ma = T - mg(sin + ´cos )

Ma = Mg - T

U0 = (m + M ) gh

U0 = U + E + W

1
2

省　略

省　略

省　略

0.2

2.0

0.1

40

省　略 省　略

省　略 省　略

{M - m ( sin + ´cos ) } g
m + M



令和7年度　公募推薦型選抜　化学基礎　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科　　解答例

Ⅰ 問1 問2 問3 問4 問5

C

a b c

塩化カルシウム

問
2

③

④

②

問
1

問
3

問
2

Ⅱ

問
1

Ⅲ

答

計算過程

①

②

①

問
4

問
4

問
3

BA

変化 組成式

A Ⅰ

②①

塩化ナトリウム

答

計算過程

答

計算過程

⑤
答

計算過程

③

答

計算過程

④

答

計算過程

⑤

  mL

2 NaHCO3 → Na2CO3＋H2O＋CO2

空気中の二酸化炭素を吸収し、炭酸ナトリウムとなるため。

以下どちらの解答でも正解とする
・（潮解性をもち,）空気中の水蒸気を吸収し、水溶液となるため。
・空気中の二酸化炭素を吸収し、炭酸ナトリウムとなるため。

ウ エ イ オア イ ウ

3  mol

NaCl イ エ オNaHCO3CaCl2

28CaCO3白濁する 32 29

ホールピペット 5 フェノールフタレイン（溶液）

CH3COOH＋NaOH→ CH3COONa＋H2O
7.00

（6.95～7.00）

CaCl2の分子量は 110である。1molのCaCl2 から
1mol Ca2+ と 2mol Cl-が電離し,
合計 3molとなる

×3＝3110〔g〕
110〔g/mol〕

x＝31.03≒31

4  mol

NaClの分子量は 58である。1molの NaCl から
1mol Na+ と 1mol Cl-が電離し,
合計 2molとなる

×2＝4116〔g〕
58〔g/mol〕

31

気体Eの平均分子量をxとする
＝1.07x

29 ＝1.38≒1.431〔g〕
22.4〔L〕 1.4  g/L

気体Eの1molの重さは31 g,体積は22.4 Lである。

x＝0.70〔mol/L〕
0.70　mol/L

食酢の濃度をx mol/Lとすると,10倍希釈後の食酢濃度は　　x mol/L となる。

1×　   x〔mol/L〕×　　〔L〕＝1×0.100〔mol/L〕×　　〔L〕1
10

10
1000

7.00
1000

1
10

水酸化ナトリウムの滴定平均量は　　　　　　　　　　　　　　　=7.00〔mL〕である。7.00〔mL〕＋7.02〔mL〕＋6.98〔mL〕
3

4.2  %
ア,オ

CH3COOHの分子量は60である。
また,密度が1.00 g/㎤であるため,100 mL=100 gとなる。
0.70〔mol/L〕×60〔g/mol〕=42〔g/L〕=4.2〔g/100 mL〕=4.2%

令和7年度　公募推薦入試　生物基礎　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科　　解答例

1

3

○または× 訂　正

2

4

○または× 訂　正

問2

問2

問1

問2

問3

2 3

4 5 6

1

都市B 都市C都市A

バイオーム 都市B 都市C都市A

暖かさの指数 都市B 都市C都市A

問4
B C

D E F

A

2 31

②①

54

5 6

問3

問1

問1

21問4

問3

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

DNA アミノ酸 原核生物

夏緑樹林 照葉樹林 亜熱帯多雨林

夏緑樹林 照葉樹林 熱帯多雨林
81.7 163.5 248.4

真核生物 系統樹 系統

ケ カ ク
ア イ エ

× 副交感神経
バソプレシン×

× 単球
× アレルギー

血しょう× ○ 中心体

フック
イ , エ

T G
コドン

オ

CCUGAGUCAGAUGCA

アンチコドン

48通り オ

U
U グルタミン

令和7年度　一般選抜　数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ　医療検査学科・診療放射線学科　　解答例

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（１）

（4）

（2） （3）

（6）（5）

（7） （8）

（3）（２）（1）

Ⅰ

Ⅱ

省　略省　略省　略

x = 1

3－   3

a< －   5 ,　5 <a
3
8

3
2  

1 , 2

（x－y+2z）（x+y－2z） 14

a > 0 x≦3－　6, 3＋　6≦x( 3,－6 )

令和7年度　一般選抜　数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ　医療検査学科・診療放射線学科　　解答例

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（２） （３）Ⅲ

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（２） （３）Ⅳ

省　略 省　略 省　略

省　略 省　略 省　略

3
8

15
64

5
16位置3のとき

(0 , 0)
(3－　m, 3m－m　m )
(3＋　m, 3m＋m　m )

x=1のとき極大値4
x=3のとき極小値0 S = 4



令和7年度　一般選抜　数学Ⅰ・A　口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（１）

（4）

（7）

（2） （3）

（5） （6）

（8）

（２） （３）

Ⅰ

Ⅱ

m = 1 , 2100

省　略省　略省　略

3－   3 （x－y+2z）（x+y－2z） 14

3
8

3
2  

5
3  

a > 0 x≦3－　6, 3＋　6≦x( 3,－6 )

令和7年度　一般選抜　数学Ⅰ・A　口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（3）（２）（1）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（3）（２）（1）Ⅲ

Ⅳ

省　略省　略省　略

省　略省　略省　略

6 ＋　2
　41＋　36

3
8

15
64

5
16位置3のとき

裏面に続く

令和7年度　一般選抜　物理基礎・物理　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科　　解答例

f :

gx :

gy:

vx :

vy:

x :

y:

:
問１-a） 問１-b） 問2-a） 問2-b）

問2-c）

問1 問2

問3-a） 問3-b） 問3-c）

問3

解

　答

説

　明

　欄

問4

解

　答

説

　明

　欄

問5

解

　答

説

　明

　欄

Ⅰ

Ⅱ

vT

2
2

2
3

mM
R2

4 2mR
T 2

CV 2

R
T22

T
x
vAsin （t－　 ）

G

g－

2
2 g－

2
2 gt＋v0sin－

2
2 gt＋v0cos－

2
4 gt 2＋v0sin ・t

2　2 v0 sin
g

－

2
4 gt 2＋v0cos ・t－

V
3

1
T

4
3 C

省　略

2　2 v02 sin
g （cos －sin ）

省　略

v0（cos －2sin ）

省　略



令和7年度　一般選抜　物理基礎・物理　医療検査学科・診療放射線学科・こども教育学科　　解答例

問1

V:

E:

省　略
問1

解

　答

説
明
欄

W1:

W2:

省　略
問5

解

　答

説
明
欄

省　略
問3

解

　答

説
明
欄

省　略
問4

解

　答

説
明
欄

省　略
問5

解

　答

説
明
欄

省　略
問3

解

　答

説
明
欄

省　略
問4

解

　答

説
明
欄

F:

y1:

省　略
問2

解

　答

tan :

説

　明

　欄

問6

問2 n, R, T0 を用いて p0 , V0 を用いて

Ⅲ

Ⅳ

eVL
mdv02

eVL2
2mdv02

C

Cd
eV
d

9
2

V
Bd
mv0
eB
V

rdB2

kx
S

nRT0
9
2 p0V0

p0＋

17
4 p0V0

1
4 p0V0

3
2 p0

p0V0

p0V0 = nRT0

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8

② ③①

C D E 操作1 操作2

操作3

令和7年度　一般選抜　化学基礎・化学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

EB C D

以下のうち2つを解答示性式 記号

Ⅰ

Ⅱ

操
作
1問

２

理由

操
作
3

理由

問
4

過程

問
5

計算過程

問
２

問
3

確
認
操
作
a
確
認
操
作
b

問
１

物質B 物質E

構造式

名称

構造式

名称

構造式

名称

計算過程

問
5

問
7

mL

問
1

1

Ⅲ

問
1

問
2

Ⅳ

問
3

問
3

問
2
問
4

問
8

2 3 4

化学反応式 物資Cの質量

物資名

陽極

陰極

質量

答

g

g

g

110
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85
80
75
70
65
60

0
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添加した一酸化窒素の体積〔mL〕

メ
ス
シ
リ
ン
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ー
内
の
空
気
の
体
積〔
m
L〕

60 70 80 90 100

問
6 mL

％答

問
4

1
2

イ オウア オ イ オ ウ オ

ウ ア

ア

イ エ

ア

イ エ ウ

フェノール

OH

安息香酸

COOH

CH3－CH2－CH2－C－O－CH3
C3H7－O－C3H7C6H14O イ

アニリン

NH2

　　D（安息香酸）は炭酸より強い酸であり塩（安息香酸ナトリウム）となり
水層へ移動する。一方、C（フェノール）は炭酸より弱い酸であり塩にならない。
　　塩基であるE（アニリン）は塩（アニリン塩酸塩）となり水層へ移動する。
一方、D（安息香酸）は塩酸より弱い酸であり塩にならない。

　　　気体XはCO2である。
発生したCO2の物質量n は以下の式より 0.1 molとなる。

設問の条件より,物質Aは次の条件を満たす。1.Na原子を含
む 2.炭酸イオンを含む 3.塩酸と同molのCO2が発生する。

陽極反応 2Cl－→Cl2＋2e－
陰極反応 Cu2＋＋2e－→Cu
塩素
0.002〔mol〕×70〔g/mol〕×　 ＝0.070〔g〕
銅
0.002〔mol〕×64〔g/mol〕×　 ＝0.064〔g〕

反応に使われた電子のmol は以下となる。
（32×60＋10）×0.1〔A〕＝193〔C〕

－
－

CH3

H

CH3－CH2－C－O－CH2－CH3

－
－

CH3

H

CH3－CH2－C－CH2－O－CH3

－
－

CH3

H

CH3－C－C－O－CH3

－
－

CH3

H

－
－

CH3

H

5 40

20

　　　　問6より,空気A中の酸素がなくなるときの,
一酸化窒素の体積は40 mLである。
2NO＋O2＋H2O → HNO3＋HNO2より,一酸化窒素と
酸素の反応のmol比は2：1のため,空気Aの酸素量は
40〔mL〕÷2＝20〔mL〕となる。
空気Aの測定量は100 mLより次の式が成り立つ。

ア ウ ウ ア

CuSO4＋2NaOH→Cu（OH）2＋Na2SO4 40

2NO＋O2 → 2NO2

CuCl2
（CuClでも可とする）NaCl

NaCl＋AgNO3→AgCl＋NaNO3
CuCl2＋2AgNO3→2AgCl＋Cu（NO3）2
CuCl＋AgNO3→AgCl＋CuNO3

NaOH CuSO4

2NO＋O2＋H2O → HNO3＋HNO2

2NO2＋H2O → HNO3＋HNO2

20〔mL〕
100〔mL〕×100＝20%

1.0×105〔Pa〕×2.49〔L〕
300〔K〕×8.3×103〔Pa・L/（mol・K）〕

【参考】NaHCO3＋HCl → CO2＋NaCl＋H2On＝

193〔C〕
9.65×104〔c/mol〕＝0.002〔mol〕

NaHCO3

塩素
銅

7.0×10－2

6.4×10－21
2

令和7年度　一般入試　生物基礎・生物　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　解答例

問4

問1

① ②

1

問1

2 3 4

問2

問6

①

②

問5
①

② 式 答

A

A

B

B

C

C

1

○× 訂　正

2

○× 訂　正

3

○× 訂　正

5 64

問1

問2 問3

問5 問6

問4

問3

問7

2 31

54

問1

2 3

6

9

1

54

87

1110 問2

問5問4

問3

問3

問2

問4

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅴ

× 大腸菌 × インスリン ○ 発酵
× 黄斑 ○ 毛様体小帯× アロステリック酵素

酸素

リボソーム
フェニルアラニン

ナトリウムポンプ、ナトリウム・カリウムATPアーゼ

UGU
バリン

二酸化炭素 水 ATP
解糖系
エ

クエン酸回路
ア

電子伝達系
イ

強い毒性があるから。
C18H32O2 + 2502 → 18CO2 + 16H2O

18/25 = 0.72 0.72

肝臓

感 染 し た こ と が あ る 同 じ 病 原 体 に 対 し
、 よ り 速 や か に 強 力 に 免 疫 応 答 す る 。

興 奮 が 刺 激 を 受 け た 場 に 伝 わ る こ と は
な い 。

繊毛運動 リゾチーム
食作用 記憶細胞

日和見感染

β酸化

跳躍伝導
脱分極ATP

マクロファージ
ヘルパー

好中球 キラー
抗体

ニューロン
シュワン細胞

軸索、神経繊維 樹状突起
有髄
カリウム

髄鞘（ミエリン鞘）
静止電位 ナトリウム
活動電位 不応期

問1 問2 問3 問4 問5

⑦

斜方硫黄 ゴム状硫黄単斜硫黄 炭素

⑥⑤④③②①

① ②
酸素 リン

令和7年度　一般選抜　化学基礎　口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

計算過程

Ⅰ
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問
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mL
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問
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問
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1

Ⅲ

問
3

問
2

問
4

問
8

2 3 4

110
105
100
95
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85
80
75
70
65
60

0
100 20 30 40 50

添加した一酸化窒素の体積〔mL〕

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
空
気
の
体
積〔
m
L〕

60 70 80 90 100

問
6 mL

％答

ウ オ

キ

イ ウア
ダイヤモンド、
黒鉛、フラーレン
などから2つ解答

酸素

オゾン

黄リン

赤リン

カエウアイオ塩酸

イイ エ ア オ

窒素

5 40

20

貴ガスは価電子数が0で最外殻が閉殻であることから、電子配置
が極めて安定であるため（他の物質と電子の授受を行いにくい）。

問6より,空気A中の酸素がなくなるときの,
一酸化窒素の体積は40 mLである。
2NO＋O2＋H2O → HNO3＋HNO2より,
一酸化窒素と酸素の反応のmol比は2：1
のため,空気Aの酸素量は40〔mL〕÷2＝
20〔mL〕となる。空気Aの測定量は100 mL
より次の式が成り立つ。

酸素 アルゴン 塩化ナトリウム 純物質 混合物

ア ウ ウ ア

2NO＋O2 → 2NO2
2NO＋O2＋H2O→ HNO3＋HNO2

2NO2＋H2O→ HNO3＋HNO2

20〔mL〕
100〔mL〕×100＝20%
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問1

問2 問3

問5 問6

問4

問1

問4

問2 問3

問7

問7

2 31

54

問5

2 31

5

8

6

問6

9

4

7

10

1

○× 訂　正

2

○× 訂　正

3

○× 訂　正

5 64

8 97

10

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

感 染 し た こ と が あ る 同 じ 病 原 体 に 対 し
、 よ り 速 や か に 強 力 に 免 疫 応 答 す る 。

× 異化 × 大腸菌 × RNA
○ 脳下垂体後葉 × インスリン○ 収縮
× 亜高山帯 ○ チン小帯（毛球体小帯）× 拡張

× 相観

繊毛運動 リゾチーム
食作用 記憶細胞

日和見感染

イウカ 14µm 17.5µm/秒

マクロファージ
ヘルパー

好中球 キラー
抗体

光合成
葉緑体

O2

酵素 H2O
CO2

ADP
光
リン酸

アエカウ
ATP
化学




